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★ １１月９日(土)、日々の学習の成果を発表する学習発表会が行われま 

した。午前中は太鼓クラブによる水軍太鼓の披露に始まり、教科別や学

年ごとの総合的な学習の時間の成果の発表など。午後からは吹奏楽部や合

唱クラブの発表の後にクラス対抗の合唱コンクールが行われました。それ

ぞれが限られた練習時間の中で創意工夫を発揮して、良い発表ができてい

たと思います。まずは各教科の発表から。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①学習発表会  

・学習発表会 

・教育フォーラム 

・因島地区 PTA 球技

大会 

・お知らせ 

・編集後記 
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文化広報部 

令和２年１月 

国語科作文発表 英語科暗唱発表 

総合的な学習の時間発表 「高校生平和大使」の活動について 

開会式 



 

2/8 ページ 
2/8 ページ 

2/8 ページ ★ 以下は各代表の生徒さんの感想です。 

＜クラブの発表＞ 

◎太鼓クラブ 庄谷真依 

私たち太鼓クラブは、毎週水・金曜日の放課後

１時間を使い、活動してきました。 

 その中で私たちが発表会に向けてがんばった

ことは、叩く時の強弱のリズム・スピードを合わ

せることと、大きな声を出すことです。太鼓は叩

くだけで大きな音を出すことができます。しかし、

音だけでは人の心を響かせることはできません。

私たち自身の声で大勢の人に感動を与えるため

に大きな声を出すことを頑張りました。スピー

ド・音を合わせるときれいに聞こえて、一体感を

出すことができます。当日は今まで長い間やって

来た３年生が演奏したので、より一層私たちが頑

張ったことが伝わったと思います。３年生は引退したので、この頑張りを受け継いでいきたいで

す。 

 

◎吹奏楽部 村上実優 

学習発表会は、３年生最後のステージだったの

で、１・２年生は３年生への日頃の感謝の気持ち

をこめて演奏をしました。練習の時は１年生４名、

２年生１３名、３年生７名の２４名で演奏するの

で、リズムも合いにくく本番までに完成するかと

ても心配でした。本番はミスもありましたが、３

年生への感謝の気持ちは一番こもっていたと思

いました。ソロの演奏は体育館内にとてもきれい

に響いていたと思います。 

 これから私たちは、これまで３年生のみなさん

がしてくれていたことをしなければいけません。

まだできないことが多いと思いますが、頑張って

いきたいです。 

 

◎合唱クラブ 村田優月 

３年生８人、２年生８人で披露した３曲は、み

んなが楽しく、すべての思いを詰め込み、歌えた

と思います。 

 練習では、学習発表会が近くなっても、３曲す

べてが完璧にできあがっておらず、少し焦りもあ

りました。１６人全員がそろう日も少なく、全員

が発表などをかけもちしていて多忙な人がたく

さんいました。けれども、１時間と言う短い練習

を、全員が一生懸命頑張り、本番前日までに仕上

げることができました。 

 学習発表会当日、合唱クラブの出番前はみんな

が笑顔で緊張もしていましたが、歌える楽しさに

もあふれていました。本番になるとみんながのびのびとして、体育館に歌声が響いていたと思い

ます。精一杯、歌いきることができました。ありがとうございました。 
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〈合唱コンクール〉 

◎１－Ａ 岡野晴菜 

学習発表会の合唱コンク

ールに向けての練習で大変

だったことは、みんなをまと

めることです。 

 その理由は、勝手なことを

する人がいたり、指示をして

も通らなかったり、まわりの

人に迷惑をかけている人が

いたので、それを直すための

目当てを考えたり、歌う場所

を工夫したりしました。 

 そうすると、本番が近づくにつれてふざける人やつられる人が減ってきて、どんどん良い歌声

になりました。本番では練習の時以上にみんな声が出ていてとても良かったと思いました。 

 

◎１－Ｂ 本岡美侑 

 私が発表会までにがんば

ったことは、クラスの団結力

を深めることと自分の事だ

けにならないことです。 

 理由は、団結力を深めるこ

とで合唱の質が良くなると

思ったからです。また、まわ

りの声を聞いて、合わせて歌

わないと意味がないと思っ

たからです。 

 発表会当日は午前の各ク

ラスの代表が発表する時も、一人一人が聞く姿勢を頑張れていてすごく良かったと思います。 

 午後の合唱コンクールも各クラス練習してきたことを出せていたし、競えていたので良かった

と思います。この発表会をきっかけに、この学校をよりよくしていきたいです。 

 

◎２－Ａ 河原美南 

私がこの合唱を終えて思

うことはみんなが１つにな

ったということです。 

 合唱練習が始まった頃は、

歌の途中に話したり、姿勢が

良くなかったり、ダラダラと

歌っていました。けれど、本

番が近づくにつれ、注意して

くれる人も出てくるように

なり、歌の途中に話すことが

なくなりました。 

 いよいよ本番。私たちの番が近づいてきました。私は指揮者だったので、一人一人の表情がし

っかりと見えました。本番までの私たちはモナリザのようなボーっとした表情で歌っていました。 

 けれど、本番ではムンクのさけびのように大きく口を開けてみんなが歌っていたので、私の中

では優勝でした。 
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◎２－Ｂ 箱崎司 

私たち２年Ｂ組は自分に

自信を持とうということを

目標にしました。 

 合唱練習１日目は、歌に

ついての注意よりも態度に

ついての注意がとても多か

ったです。そして返事も返

ってこなかったので、すご

くしんどい状況でした。こ

の空気をどうにかしたい。

皆、楽しくないのかと思いました。 

 ですが、合唱練習１週間が過ぎる頃から歌うことが苦手な人も、「地声で歌ったら勝ちじゃん。」

って言ったり、いつもふざけている人も、「静かに。」と、周りの人を注意してくれる姿を見るこ

とができました。本番が近づくにつれて、一人一人が自信を持って声を出せてきました。 

 ２年Ｂ組は２週間で態度の変化や自分に自信を持つことなど、１日１日ごとにすごく成長する

クラスだと思いました。 

 

◎３－Ａ 村上悠生 

僕たち３年Ａ組は、学

習発表会で悔いなく歌い

きることができました。 

 最初は曲の雰囲気を覚

えるところから始まりま

した。難しい曲だったの

で、歌ってみてもなかな

か音程やリズムがとれず

不安でした。そこで音程

とリズムを正確にとるこ

とを意識して歌い続けて、ようやくまとまりのある合唱ができました。ここからは、強弱やブレ

スを意識して歌っていきましたが、これもなかなかできませんでした。これは練習あるのみだと

思いましたが、本番まであまり時間がなかったので、とても不安になりました。しかし、３年Ａ

組の力はとてもすごく、強弱のある合唱を作ることができました。優勝はできませんでしたが、

悔いが残らない合唱ができて良かったです。 

 

◎３－Ｂ(最優秀賞！) 藤原匠汰 

私たちのクラスは、クラスメ

イト全員が一生懸命歌うこと

をモットーに発表会の練習に

取り組みました。最初は、注意

してもすぐには静かにできず、

なかなかまとまりませんでし

た。しかし、日に日に歌うこと

に対しての恥ずかしさもなく

なり、みんな一生懸命に全力で

歌うようになりました。本番が

近づくにつれ、不安と焦りがつのる中で、一人一人が意見を出し合いました。どのようにしてい

けば私たちの歌はもっと良くなることができるのか、改善点をあげ、一つ一つ解決していったこ

とによって学習発表会では一番の歌声を、体育館中に響かせることができたのだと思います。 
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★ コミュニティホールでは日ごろの学習の成果の展示も行われました。また因島南中学校の 

過去１０年間の歩みもパネルで展示され、多くの人が懐かしそうに眺めていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★最後は全体合唱で発表会を見に来た人々に多くの感動を与えてくれました。 

 

生徒のみなさんおつかれさまでした。今回の経験が、これからの成長の 

糧となることを期待しています。 
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6/8 ページ ②第１５回尾道市教育フォーラム  

★ 『未来の宝～ふるさとと共に～』というテーマのもと、第１５回教育フォーラムが１１月１ 

７日(日)にしまなみ交流館で開催されました。吉和中学校の「吉中太鼓」や吉和小学校の「え 

えじゃん SANSA・がり」の披露に始まり、今年の担当校である吉和中学校ブロック(吉和中 

学校・吉和小学校)の実践発表がありました。ふるさとの伝統と歴史を、これからの担い手で 

ある子どもたちにどのように伝え育てているのかがスライドで分かりやすく発表され、大変参 

考になりました。 

 休憩をはさんで後半は、著書『妻のトリセツ』・『夫のトリセツ』が現在ベストセラーとなっ 

ている、人工知能研究者であり随筆家でもある黒川伊保子先生を招いての記念公演が行われま 

した。現在急速に広まっている人工知能（ＡＩ）についての分かりやすい説明から始まり、Ａ 

Ｉの育成と子育ての共通性などについての話は、先生のユーモアあふれる話に笑いあり、驚き 

ありであっという間の９０分でした。 

 最後は来年度の担当ブロックである御調ブロックへの引継ぎ式が行われ、盛大な拍手の中で 

今年の教育フォーラムは幕を閉じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

勇壮な吉中太鼓 躍動感あふれるええじゃん SANSA・がり 

スライドによる PTA の実践活動報告 次回担当ブロックへの引継ぎ式 
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★ １２月１日(日)、第４６回因島地区ＰＴＡ球技(ビーチボールバレー)大会が因島勤労者体育 

館で行われました。選手のみなさんはこの日のために練習を積み重ねてきました。当日はその 

成果を発揮し、予選リーグでは惜しくも１位通過を逃しましたが、順位決定戦を勝利したこと 

で見事３位入賞を果たすことができました。日々お忙しい中練習に参加し、当日も奮闘してく 

ださったＰＴＡ会員の皆様、並びに先生方に、本部から心よりお礼申し上げます。皆さんの勇 

姿をご覧ください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③因島地区 PTA 球技大会  

閉会式後の集合写真です。３位入賞、本当におめでとうございました！ 

開会式。すでに戦いは始まってます。 相手チームに鋭いスパイク！ 

攻撃に対してすかさずブロック！ 勝利の喜びは全員で分かち合います。 
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●保健体育部より 

 

●ご存じですか？『子育て親育ち１０か条』 
尾道市ＰＴＡ連合会では、どのような会でも「子育て親育ち１０ヶ条」を唱和して集会を始めています。 

この「子育て親育ち１０ヶ条」をご存じでいない方もいると思いますので紹介したいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④おしらせ  

編集後記 

 

新年あけましておめでとうございます。遅くなりましたが、１１月～１２月に行われたＰＴＡ活動及び学校行事の

様子をお送りします。次回は３学期の様子をお送りする予定です。 

＊皆様からの原稿、掲載情報などを随時募集しています。 → 文化広報部または学校までお寄せください。 

ビーチボールバレーを一緒にしませんか？ 

 

第２・第４火曜日 20：00 ～22:00 因島南中学校体育館 
★日頃の運動不足を解消したいと思ってる方や初心者の方、大歓迎！！ 

 一緒に気持ちの良い汗を流してみませんか？ 
 

 

体罰，セクシャル・ハラスメント相談窓口 
教職員からの体罰やセクシャル・ハラスメントに関して（プライバシーを厳守します。） 

校内相談窓口 
【担当教職員】 望月良基 ・ 小林久治 ・ 鼻戸千依 

相談しやすい職員に相談してください。（ＴＥＬの場合は 0845-26-0373） 

校内以外の相談窓口 
〇尾道市教育委員会 TEL 0848-20-7453 

〇広島県教育委員会事務局 TEL 082-513-4917  4918 

〇広島県立教育センター TEL 082-427-3076 


